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仮
設
店
舗

開
業



　仮設店舗は、仮設施設整備支援事業を利用し、能登
半島地震で被害を受けた事業者の再建を支援するため、
富来商工会からの要望を受け、町が整備しました。
　整備費（設計費、工事費又はリース料）は中小企業基
盤整備機構の補助金を活用し、光熱費や内装費などは
事業者が負担します。
　現在、道の駅とぎ海街道敷地内に５事業者が営業を
スタートさせています。

オ
ー
プ
ン
後
の

心
境
は

●
と
に
か
く
店
を
再
建
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
仮
設
店
舗
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
居
場
所
に

も
ど
っ
て
き
た
よ
う
な
気
持
ち
で
い
て
、
そ

れ
が
前
に
進
め
る
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
は
お
客
さ
ん
の
顔
が
見
ら
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。　

●
準
備
が
遅
れ
て
い
て
、
ま
だ
本
オ
ー
プ
ン
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

な
ん
と
か
早
く
本
格
的
に
開
店
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
営
業
の
形
態
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
状
況
を
考
え
て
い
る
最
中
で
す
。

●
こ
こ
に
お
店
を
開
店
で
き
て
、
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。

　
　

地
震
の
直
後
は
、
ほ
か
の
場
所
を
借
り
る

こ
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
仮
店
舗
の
お

話
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
皆
さ
ん
の
協
力
の

お
か
げ
で
こ
こ
に
開
店
で
き
た
こ
と
、
お
客

さ
ん
の
喜
ん
で
い
る
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

●
皆
さ
ん
の
「
お
店
の
木
の
匂
い
と
温
も
り
が

い
い
ね
」
と
い
う
言
葉
が
う
れ
し
い
で
す
。

●
少
し
複
雑
で
す
。

  　

地
元
の
お
客
様
に
愛
さ
れ
て
き
た
の
で
、

場
所
が
変
わ
っ
て
、地
元
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ

た
の
が
心
苦
し
い
で
す
。

　
　

逆
に
、
お
住
ま
い
か
ら
近
く
な
っ
て
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
は
、
う
れ
し
い
で
す
。

●
花
火
大
会
の
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
の

で
、
初
日
か
ら
忙
し
く
、
不
慣
れ
な
の
で
か

な
り
戸
惑
い
ま
し
た
。

●
被
災
し
た
お
店
を
再
建
す
る
ま
で
の
期
間
に

な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
お
店
を
開
か
せ
て
も

ら
っ
て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

突突撃撃

インタビュー
インタビュー

で
お聞きしました

①
②

③

①トギストア①トギストア
②ブラッスリータカヤマ②ブラッスリータカヤマ
③波涛園　③波涛園　
④小間呉服店④小間呉服店
⑤レストランまつ本⑤レストランまつ本

④
⑤

※インタビューは９月27日、10月７日に行いました。

仮設店舗
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トギストア さんブラッスリータカヤマ さん小間呉服店 さん

波涛園 さんレストランまつ本 さん

困
っ
て
い
る
こ
と

必
要
な
も
の
は

●
仮
設
店
舗
は
現
在
の
住
ま
い
か
ら
か
な
り
離
れ
て

い
る
の
で
、
以
前
よ
り
行
き
帰
り
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
で
す
。　

●
人
材
が
ほ
し
い
。

　
　

現
状
で
は
限
ら
れ
た
時
間
帯
で
し
か
対
応
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
人

を
探
し
て
い
ま
す
。

●
か
な
り
急
い
で
お
店
を
開
い
た
の
で
、
商
品
の
配

置
が
ま
だ
し
っ
か
り
固
ま
っ
て
い
な
い
し
、
ま
だ

必
要
な
も
の
も
見
え
て
い
な
い
状
況
で
す
。

●
開
店
で
き
た
の
は
あ
り
が
た
い
が
、
以
前
の
お
店

よ
り
狭
い
の
で
商
品
が
並
べ
き
れ
ず
、
お
客
様
に

も
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

●
仮
設
店
舗
の
期
間
は
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
を
考
え
る
時
間
が
必
要
で
す
の
で
、
も
う
少

し
長
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
設
備
に
関
し
て
は
自
己
投
資
の
た
め
、
負
担
が
大

き
い
で
す
。

　
　

ま
た
、
退
去
時
の
現
状
復
帰
も
自
己
負
担
の
た

め
、
不
安
で
す
。

今
後（
将
来
）へ
の

希
望
や
、
考
え
は

●
元
の
場
所
で
の
再
建
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

地
元
の
方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
、
復
興

の
象
徴
と
な
る
よ
う
な
場
所
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
お
店
の
再
建
、
元
の
場
所
へ
帰
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。　

●
ず
っ
と
お
店
を
続
け
て
ほ
し
い
と
の
声
が

あ
り
、
あ
り
が
た
い
。

　
　

年
齢
と
相
談
し
な
が
ら
、
今
後
の
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　●

広
さ
は
半
分
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で

の
お
店
を
再
建
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

当
初
、
や
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
息
子
が
長
く
や
っ
て
き
た
お
店
な
の

で
続
け
よ
う
と
言
っ
て
く
れ
て
、
う
れ
し

い
反
面
、
人
口
減
少
も
あ
り
、
心
配
も
あ

り
ま
す
。
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令和５年度各会計別決算状況令和５年度各会計別決算状況
会　計　名 歳 入 額 歳 出 額 差引残額

一 般 会 計 １５３億４１５８万円 １４２億８２１１万円 １０億５９４７万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ２３億７７２２万円 ２３億７７０５万円 １７万円
後 期 高 齢 者 医 療 ３億９３６２万円 ３億９３１４万円 ４９万円
介 護 保 険 ２９億５４７３万円 ２９億４８６９万円 ６０４万円
診 療 所 事 業 ２億　２６７万円 ２億　２６７万円 ０円
水　道（収益的収支） ６億１５４４万円 １０億７６１２万円 △４億６０６９万円
水　道（資本的収支） ２億３１３６万円 ８億１００８万円 △５億７８７２万円
下水道（収益的収支） １０億７４５６万円 １０億６３７４万円 １０８２万円
下水道（資本的収支） ５億７８１８万円 ９億８４０３万円 △４億　５８５万円
病　院（収益的収支） １３億３４６３万円 １３億２０９５万円 １３６８万円
病　院（資本的収支） ２億２８８６万円 ３億１６９７万円 △８８１１万円

「どう使われた？　143143億円」億円」
　９月定例会は、８月27日から９月13日まで18日間の会
期で開かれ、報告１件、専決処分の承認２件、令和６年度
の補正予算、条例制定及び改正に係る議案が11件、令和５
年度の各会計決算に係る認定が８件、監査委員、教育委員
会の人事案件に係る同意３件を審議しました。　

※主な審議内容は６・７ページ、
　議決結果は８・９ページ参照

収益的収支：一事業年度の企業の経営活動に伴って発生する全ての収益と費用。
資本的収支：建物・施設の建設といった支出の効果が次年度以降に及ぶものや
　　　　　 企業債の元金償還などの費用と、その財源となる収入。 

※グラフや表の数字は四捨五入により
　額が一致しないことがあります。

(注1) 自主財源
町で集めたお金

(注2) 依存財源
国や県の基準に基づき交付され
たり、割り当てられたりするお金

戸籍システム
更新事業
1435万円

全国の戸籍を取得
できる戸籍広域
交付を開始

子ども医療費を助成 4904万円
0～ 18歳までの子どもの医療費を助成

提案理由説明
映像はコチラから
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令和５年度
決　算「どう使われた？「どう使われた？　143億円」

一般会計一般会計

郷土文学推進事業
308万円
郷土の偉人・加能作次郎を
題材にしたマンガを製作

志賀小学校駐車場整備事業
　1668万円

世界一長いベンチ改修事業
1183万円

座面改修及び看板等
の更新工事

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業　
3257万円

【町債（借入金）残高の推移】
監
査
意
見

　

従
来
か
ら
の
課
題
で
も
あ
る

定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大

に
向
け
た
取
組
、
関
係
人
口
の

拡
大
を
含
め
た
地
域
の
活
性
化

に
よ
る
地
方
創
生
の
取
組
に
つ

い
て
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
と
併
せ
て
取
り
組
み
、
さ
ら

に
、
多
発
す
る
自
然
災
害
に
備

え
た
防
災
対
策
な
ど
重
要
課
題

に
も
対
応
し
な
が
ら
、
健
全
な

運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

野
﨑
豊
昭
代
表
監
査
委
員

林　

一
夫
監
査
委
員

ぎかいのひろば №76
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志志っっ賀賀りり

一
般
会
計

特
別
・
企
業
会
計

質
疑利

用
が
少
な
い
原
因
は
何
か
。

　

役
場
に
就
職
し
た
場
合
は
返

済
を
免
除
す
る
な
ど
、
考
え
は

な
い
か
。

答
弁周

知
に
つ
い
て
は
各
学
校
に

案
内
し
て
い
る
。

　

近
年
、
世
帯
の
子
ど
も
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
親
が

す
べ
て
賄
っ
て
い
る
と
考
え
る
。　

　

町
内
に
就
職
し
た
方
は
、
奨

学
資
金
の
一
部
が
返
済
免
除
と

な
る
制
度
が
あ
り
、
利
用
の
際

に
は
説
明
し
て
い
る
が
、
現
在

ま
で
に
利
用
さ
れ
た
方
は
い
な

い
。

質
疑下

水
道
の
復
旧
工
事
の
見
通

し
と
、
人
口
減
少
・
地
震
の
影

響
に
よ
る
料
金
改
定
等
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
く
。

答
弁農

業
集
落
排
水
に
つ
い
て
は

国
の
査
定
が
終
わ
り
、
工
事
の

発
注
業
務
を
進
め
て
い
る
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
道

路
の
査
定
と
併
せ
て
進
め
て
お

り
、
一
部
、
年
内
の
工
事
発
注

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

本
復
旧
に
つ
い
て
は
令
和
７

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
め
ら
れ

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

被
災
者
の
再
建
や
人
口
の
状

況
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
り
次

第
、
経
営
戦
略
を
見
直
し
、
料

金
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。　

質
疑富

来
病
院
の
復
旧
状
況
を
聞

く
。答

弁２
階
の
病
棟
、
３
階
の
手
術

室
に
お
い
て
被
害
が
大
き
い
。　

　

９
月
末
に
は
設
計
書
が
で
き
、

10
月
末
に
は
工
事
を
発
注
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

入
院
病
棟
と
介
護
医
療
院
及

び
、
手
術
室
は
今
年
度
の
完
了

を
目
指
し
、
外
構
や
そ
の
他
の

修
繕
は
令
和
７
年
度
い
っ
ぱ
い

か
か
る
と
考
え
る
。　

奨
学
基
金
の　

　
　

利
用
促
進
を

下
水
道
復
旧
工
事
の

状
況
は

病
院
の
復
興
状
況
は

下
水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

令和5年度決算のの審査審査
チェック !チェック ! 委員会審査委員会審査

当初予算・補正予算・
決算にかかる分野を
審査します。

役場内部事務や地場
産業にかかる分野を
審査します。

教育や住民の暮ら
しにかかる分野を
審査します。

質
疑条

例
の
詳
細
を
聞
く
。

答
弁本

町
と
連
携
協
定
を
締
結
す

る
大
学
等
の
学
生
と
の
交
流
に

よ
る
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の

拡
大
を
図
り
、
地
域
の
振
興
と

発
展
に
資
す
る
た
め
、
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
金
沢
大
学
、
金
沢

美
術
工
芸
大
学
、
日
本
体
育
大

学
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
東

洋
大
学
と
も
協
定
締
結
を
進
め

て
い
る
。

質
疑今

後
、
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で

更
に
拡
大
は
可
能
か
。

答
弁北

陸
３
県
の
大
学
に
声
掛
け

を
す
る
予
定
で
あ
り
、
拡
大
に

努
め
て
い
く
。

質
疑マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
場
合
に
交
付
さ
れ
る
資
格
確
認

書
は
、
い
つ
ま
で
使
用
可
能
か
。

町
民
へ
の
周
知
方
法
を
聞
く
。

答
弁資

格
確
認
書
は
当
分
の
間
、

継
続
と
な
る
が
、
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は

所
得
に
応
じ
て
負
担
額
の
設
定

が
必
要
な
こ
と
か
ら
１
年
ご
と

の
更
新
と
な
る
。

　

町
民
へ
の
周
知
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

「
広
報
し
か
」
な
ど
複
数
の
周

知
方
法
を
使
っ
て
行
う
。

※
資
格
確
認
書
と
は

　

氏
名
や
被
保
険
者
等
記
号
・

番
号
な
ど
被
保
険
者
資
格
が
記

載
さ
れ
た
確
認
書

学
生
交
流
拠
点

　

施
設
条
例　

健
康
保
険
証
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

一
本
化
で
の
対
応
は　

予算決算
常任委員会

総務産業建設
常任委員会

教 育 民生
常任委員会
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志志っっ賀賀りり

質
疑浄

化
槽
復
旧
の
進
捗
状
況
を

聞
く
。

答
弁町

営
管
理
型
は
、
順
次
進
め

て
い
る
。

個
人
管
理
型
の
状
況
は
、コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
点
検
依
頼
が
あ

り
、
実
施
は
１
５
８
基
、
補
助

金
申
請
は
11
件
で
あ
る
。

　

今
後
、
点
検
を
依
頼
し
た
方

に
復
旧
後
の
補
助
金
申
請
な
ど

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

質
疑１

件
当
た
り
の
上
限
額
は
い

く
ら
か
。

答
弁上

限
額
は
設
定
し
て
い
な
い

が
、
宅
内
の
工
事
は
対
象
外
で

あ
る
。

　

ま
た
、
あ
く
ま
で
も
下
水
道

処
理
区
域
は
下
水
道
接
続
が
原

則
で
あ
る
こ
と
か
ら
補
助
対
象

外
で
あ
る
。

質
疑工

事
実
施
で
園
児
へ
の
影
響

は
な
い
か
。

　

音
や
振
動
に
も
配
慮
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
対
応
を
聞
く
。

答
弁部

屋
の
共
有
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
む
な
ど
し
て
対
応
す
る
。

　

音
や
振
動
に
つ
い
て
は
、
工

事
実
施
時
に
業
者
と
詳
細
に
調

整
を
図
る
。

浄
化
槽
復
旧
事
業

保
育
所
災
害
復
旧

令和6年度補正のの審査審査
チェック !チェック !

＜一般会計 主な補正理由＞

（歳入）
・国庫補助金、県補助金の増額

（歳出）
・定期人事異動による職員給与
費の減額　
・公共施設災害復旧費の増額
・給付事業、扶助費、補助金の
ほか、前年度決算に係る法定
の財政調整基金積立金等の増
額

令和6年度９月補正予算令和6年度９月補正予算をを可決可決
会　計　名 補 正 額 予 算 額

一 般 会 計 ４１億６４１３万円 ４４０億４１４４万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ９７０万円 ２１億４９２４万円

介 護 保 険 ５４１６万円 ３０億８６２９万円

診 療 所 事 業 ４７８万円 １億９３８６万円

水道

収益的収入 ３億　　４４万円 ９億　７６３万円

収益的支出 ８８万円 ６億　２４０万円

資本的収入 １１億７７００万円 １４億７４７９万円

資本的支出 １２億５７００万円 １９億４６８６万円

下水道

収益的収入 ０万円 １４億２８４８万円

収益的支出 △６１７万円 １４億２１３０万円

資本的収入 ３３億４８４８万円 ５５億　４１６万円

資本的支出 ３１億４５２０万円 ５６億８８５７万円

病院
資本的収入 ６０１万円 ４億２２２１万円

資本的支出 ６０７万円 ５億２８１９万円

委員会審査委員会審査

被害が大きかった「とぎ保育園」
外壁の破損からも被害の大きさがうかがえる

ぎかいのひろば №76
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

 同意
2 監査委員の選任… 委員の任期満了により、山本　惠三氏を選任するため議会の同意を求めるもの。 同意

賛11　反０

同意
3

教育委員会教育長の任命… 教育長の任期満了により、間嶋　正剛氏（再任）を任命するため議会
の同意を求めるもの。

同意
賛11　反０

同意
4

教育委員会委員の任命… 教育委員の任期満了により、本谷　康弘氏を任命するため議会の同意
を求めるもの。

同意
賛11　反０

議案に
対する討論

人事

討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べて他の議員に賛同を求めるものです。　

討論・採決の
映像は
こちらから

反
対

賛
成

議案第63号　現行何の不都合もない健康保険証の廃止に伴う条例改正であ
り、容認できるものではない。少なくとも選択制にして、現行の健康保
険証を残して頂きたい。

認定第１号　予算執行の中に子ども達にゆとりを与えず、競争をあおるよ
うな町独自の学力テストの委託料と、事実上の原発推進団体である志賀
原子力発電所環境安全対策協議会への補助金は容認できない。

請願第２号　国の意向を交付金の増減で自治体に制度後退を押し付けるや
り方は決して許されるものではなく、事実上のペナルティー復活であり、
子どもの疾病の早期発見と早期治療を妨げるものになりかねない。

請願第３号　日本の小・中・高等学校での学級人数は多いと思われ、さら
なる少人数学級化で、ゆとりある学級人数がどうしても必要。

反対賛成 中谷 松助 議員

●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●

討論を行う中谷議員

「志賀町の子ども達の健やかな学びと成長、安全・安心
を目指し、これまで以上に全力で職務に取り組みます。」

監査委員に
山本 惠三 氏を選任
（今田） 　　　　　
　　　　　　　　　　 
任期：
令和６年９月24日から
令和10年９月23日まで

教育委員会教育委員会

監査委員監査委員
教育長に
間嶋 正剛 氏 （福浦港）を
任命（再任）

任期：令和６年10月22日から
　　　令和９年10月21日まで

教育委員に 本谷 康弘 氏 （矢蔵谷）を 任命

任期：令和６年10月22日から令和10年10月21日まで

88ぎかいのひろば №76
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
4 専決処分の報告（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定） 報告のみ

承認
31

専決処分の承認（令和６年能登半島地震に係る災害被害者に対する町税の減免の特例
に関する条例の一部を改正する条例）… 令和６年能登半島地震により被害を受けた者からの
固定資産税（償却資産）の減免申請手続きを簡略化し、迅速かつ効率的に当該税額を免除するため、所
要の改正。

承認
賛11　反０

承認
32

専決処分の承認（「農地・農業用施設災害復旧事業に関する基本協定の締結」）… 令和
６年能登半島地震で被災した農地・農業用施設の災害復旧事業実施に伴う査定設計書作成業務及び復
旧に向けた発注等一式。　
　　　　協定期間：令和９年３月31日　　協定金額：13億9200万円
　　　　協定の相手方：金沢市鞍月１丁目１番地　石川県知事　馳　浩

承認
賛11　反０

議案
53 令和６年度一般会計補正予算（第４号）… ７ページ参照 可決

賛11　反０

議案
54～ 59

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）～令和６年度町立富来病院事業
会計補正予算（第１号）… ７ページ参照

可決
賛11　反０

議案
60

学生交流拠点施設条例… 本町と連携協定を締結する大学等の学生との交流による交流人口及び関
係人口の拡大を図っていくことを目的に、学生交流拠点施設を設置するにあたり、新たに条例を制定。

可決
賛11　反０

議案
61

手話言語条例… 手話への理解の促進及び普及の推進について基本理念を定め、町の責務並びに町
民及び事業者の役割を明らかにするとともに、手話に関する施策の基本事項を定めることにより、町
民が安心して暮らすことのできる地域社会を実現することを目的に、新たに条例を制定。

可決
賛11　反０

議案
62

町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例… 育児休業を取得している職員
に係る勤勉手当の支給対象から会計年度任用職員が除外されているため、支給対象に含めて支給がで
きるよう、所要の改正。

可決
賛11　反０

議案
63

国民健康保険条例の一部を改正する条例… 令和６年12月２日から被保険者証が廃止される
ことに伴い、所要の改正。

可決
賛９　反２

認定
1 令和５年度一般会計歳入歳出決算認定… ４～ 6ページ参照 認定

賛10　反１

認定
2～ 8

令和５年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定～令和５年度町立富来病院事業
会計決算認定… ４ページ参照

認定
賛11　反０

請願
2

厚生労働省の６月26日の「子どもの医療費」に関する通知撤回を求める国への意見
書提出を求める請願… 国の意向を交付金の増減で、自治体に制度後退を押し付けるやり方は、
子どもの疾病の早期発見と早期治療を妨げるものになりかねないことから、通知の撤回を求める。
　提出者：新日本婦人の会石川県本部 会長　飯森　博子 氏　 紹介議員　中谷　松助 議員

不採択
賛２　反９

請願
3

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出を求める請願… 学級編制標準の引
き下げは小学校に留まることなく、中学校・高等学校での早期実施と、きめ細かい教育活動を進める
ために、さらなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現を求める。
　提出者：石川県教職員組合中能登支部 執行委員長　井上　高志 氏 　紹介議員　堂下　健一 議員

採択
賛11　反０

発委
3

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書… 請願第３号の採択を受け、意見書を国に提出。
　提出者：教育民生常任委員会委員長　南　正紀

可決
賛11　反０

月月９９ 定定 例例 会会
議議決決 結結果果

※議長は採決に加わりません。

ぎかいのひろば №76
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（11ページ）

（13ページ）

（12ページ）

１　消防団員、民生・児童委員の活動環境向上について
２　震災復旧復興創生室の在り方について
３　教育長在任中の所感について
４　地域活性化企業人との連携について

１　小中学校体育館へのエアコン設置を
２　危機管理課の設置を
３　高齢者らのコロナワクチン接種の全額補助を
４　後期高齢者医療人間ドック助成制度の創設を
５　志賀原子力発電所の廃炉を求めよ
６　「和光台南の断層」に沿った地盤変状の調査を求めよ

１　町独自の木造住宅の耐震化補助制度の創設等について
２　特別支援学校に通う児童生徒について
３　町民と協働による復興について

【一般質問とは】
　議員が町政一般について、報告や説明
を求め、質問することをいいます。
　１人あたりの持ち時間は答弁を含めて
概ね40分です。

南　　正紀　議員

中谷　松助　議員

（15ページ）

１　富来中学校の復旧について
２　公費解体について
３　道路や公共施設の復旧について
４　町民との対話について
５　復興計画について

小林　克嘉　議員

梢　　正美　議員

一般質問

５５氏氏がが登壇登壇
町政を問う！町政を問う！

一
般
質
問
を
終
え

て
の
議
員
の
感
想

で
す
。　

10

（14ページ）

１　中山間地域等直接支払制度について
２　町民の今後の生活設計について
３　震災遺構として保存し、今後の防災教育にふさわしい箇所は
４　困窮子育て世帯への調査結果について

堂下　健一　議員

議
ひ員
との
こ
と

10ぎかいのひろば №76
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をを問う!問う!町政町政町政町政

５氏が登壇

南　　正紀　議員

南　
　

震
災
復
旧
復
興
創
生
室
は
室

長
と
参
事
が
兼
務
職
と
な
っ
て

い
る
。

　

次
年
度
以
降
は
専
門
の
担
当

課
を
設
置
し
て
、
職
員
の
負
担

軽
減
、
職
務
取
り
組
み
時
間
の

拡
充
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

震
災
復
旧
復
興
創
生
室
は
復

興
計
画
の
取
り
ま
と
め
や
策
定

に
加
え
、
復
興
に
係
る
全
庁
的

な
調
整
・
管
理
業
務
を
行
っ
て

い
る
。　
　

　

企
画
財
政
課
で
は
、
全
庁
的

な
調
整
・
管
理
を
必
要
と
す
る

業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
業
務
は
復
興
計
画
に
伴
う

事
業
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と

が
多
く
、
引
き
続
き
、
企
画
財

政
課
と
兼
務
し
て
い
く
こ
と

が
、
よ
り
効
果
的
に
事
業
を
進

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

震災復旧復興創生室の在り方を問う
　引き続き、企画財政課と兼務する 町長

町
長

　

企
業
等
に
対
し
、
火
災
や
自
然

災
害
時
に
は
、
勤
務
中
に
お
け
る

出
動
に
対
し
て
の
職
務
免
除
な

ど
、
引
き
続
き
特
段
の
配
慮
を
求

め
て
い
き
た
い
。

　

地
域
住
民
や
企
業
に
対
す
る
消

防
団
へ
の
団
員
加
入
促
進
は
も
と

よ
り
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で

守
る
」
と
い
う
崇
高
な
精
神
を

持
っ
て
活
動
す
る
消
防
団
員
の
維

持
、
確
保
の
た
め
に
も
、
広
報
・

啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

　

民
生
・
児
童
委
員
の
就
任
に
関

し
て
は
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
を
訴
え
て
い
く
と
共
に
、
地
域

と
の
連
携
を
推
し
進
め
て
い
く
な

ど
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
働

き
な
が
ら
も
活
動
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
よ
う
支
援
を
し
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

南
　

能
登
半
島
地
震
で
、
消
防
団
員

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　

な
り
手
不
足
が
慢
性
化
す
る
現

状
に
加
え
、
勤
務
地
が
町
外
や
勤

務
中
の
出
動
が
容
易
で
な
い
団
員

も
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
の

分
析
と
今
後
の
対
応
を
聞
く
。

　

民
生
・
児
童
委
員
も
な
り
手
不

足
で
あ
り
、
就
業
し
て
い
る
方

は
活
動
時
間
が
確
保
で
き
ず
就
任

で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
く

が
、
打
開
策
を
聞
く
。

そ
の
他
の
質
問

南
　

間
嶋
教
育
長
の
任
期
中
の

所
感
を
問
う
。

教
育
長

　

コ
ロ
ナ
対
応
、
地
震
対
応

の
な
か
で
の
在
任
期
間
で

あ
っ
た
が
、
ご
支
援
と
ご
協

力
を
頂
き
、
６
年
間
務
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

南
　

地
域
活
性
化
企
業
人
は
町

と
強
固
に
連
携
し
、
震
災
復

興
の
一
助
と
し
て
活
躍
頂
き

た
い
が
、
現
状
の
取
組
は
。

商
工
観
光
課
長

　

地
域
活
性
化
企
業
人
と
連

携
し
、
観
光
産
業
の
再
建
の

た
め
、「
観
光
地
域
づ
く
り

体
制
強
化
」
の
実
現
に
つ
な

げ
た
い
。　

　

原
稿
無
し
の
登
壇
の
成
果

か
、
議
会
外
で
の
ス
ピ
ー
チ

力
が
向
上
し
た
感
が
あ
る
。

　

継
続
し
ま
す
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

消
防
団
員
、
民
生
・
児
童
委
員

活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を

企
業
に
対
し

特
段
の
配
慮
を
求
め
て
い
く
町
長

令和６年４月に設置された
「震災復旧復興創生室」

動画はコチラから

ぎかいのひろば №76
令和６年10月25日発行11



梢
　

町
復
興
計
画
に
も
掲
げ

る
「
住
宅
の
耐
震
化
」
を
促

進
し
、
本
町
の
住
宅
の
実
情

に
即
し
た
工
夫
で
、
町
独
自

の
耐
震
化
補
助
制
度
を
創
設

し
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
環
境
整
備
及
び
耐
震

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
求

め
る
。

ま
ち
整
備
課
長

　

今
定
例
会
の
補
正
予
算
案

の
中
に
「
住
宅
耐
震
化
促
進

事
業
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
制
度
を
拡
充
し
た
事
業
内

容
で
計
上
し
て
い
る
。

　

面
積
が
広
く
多
額
の
改
修

費
が
か
か
る
地
域
特
性
を
鑑

み
て
、
町
独
自
で
耐
震
補
強

計
画
に
要
す
る
費
用
補
助
や

改
修
費
に
お
い
て
も
、
上
乗

せ
で
補
助
額
を
拡
充
す
る
。

　

耐
震
診
断
か
ら
補
強
計
画
、

改
修
工
事
費
に
対
し
、
最
大

で
２
７
５
万
円
を
補
助
し
、

居
住
部
分
を
優
先
に
耐
震
化

を
図
る
「
段
階
的
耐
震
改
修
」

も
可
能
な
も
の
と
す
る
。

梢　　正美　議員

町独自の
　耐震化補助制度創設を求める
今定例会に予算計上しており
　周知を図る まち整備課長

副
学
籍
制
度
の
導
入
を
求
め
る

現
在
の
交
流
を
継
続
す
る

町
長

そ
の
他
の
質
問

梢
　

地
域
に
お
け
る
住
民
組

織
の
設
置
、
支
援
を
求
め

る
が
、
町
の
取
組
や
助
成

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
聞

く
。

震
災
復
旧
復
興
創
生
室
長

　

県
が
「
能
登
官
民
連
携

復
興
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
諸
団
体
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
や
資
金
面
な

ど
の
伴
走
支
援
を
行
う
た

め
、
町
と
し
て
、
該
当
す

る
組
織
に
は
当
セ
ン
タ
ー

へ
の
橋
渡
し
を
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
ま
ち
の
人
た
ち
の
対
話
の
場
っ
て
大
事

だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
共
感
す
る
仲
間
と一緒
に
小
さ
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
た
く
さ
ん
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
！

　

そ
の
先
に
、
自
己
実
現
・
ま
ち
の
明
る
い
未
来

が
あ
る
と
信
じ
て
ま
す
！

議
ひ
員

と
の

こ
と

一般質問

梢
　

特
別
支
援
学
校
に
通
う
児

童
生
徒
が
、
自
宅
近
く
の
小

中
学
校
に
も
籍
を
置
き
、
地

域
の一員
と
し
て
学
び
合
う
制

度
「
副
次
的
な
学
籍
」（
副

学
籍
制
度
）
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

　

特
別
支
援
学
校
に
通
う
児

童
生
徒
と
、
自
宅
近
く
の
小

中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
と

の
交
流
や
地
域
の一員
と
し
て

学
び
合
う
環
境
づ
く
り
の
現

状
と
、
副
学
籍
制
度
導
入
に

向
け
た
考
え
を
聞
く
。　

町
長県

立
特
別
支
援
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
と
、
そ
の
居
住

地
の
公
立
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
と
の
交
流
は
、
特
別
支

援
学
校
の
授
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

特
別
支
援
学
校
で
は
、
10

年
程
前
か
ら
、
在
籍
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
の
希
望
を

も
と
に
、
そ
の
居
住
地
に
あ

る
学
校
と
日
程
や
内
容
を
調

整
し
、
実
施
し
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
そ
の
制

度
の
仕
組
み
や
効
果
、
特

別
支
援
学
校
に
通
っ
て
い
る

方
々
の
状
況
等
を
把
握
し
、

特
別
支
援
学
校
を
所
管
す

る
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
検
討
す
る
。

12

現在では、上限額がさらに
305万円まで拡充されている。

動画はコチラから
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をを問う!問う!町政町政町政町政

中谷　松助　議員

中
谷

　

国
は
、
本
年
10
月
か
ら
65
歳

以
上
の
高
齢
者
ら
を
対
象
に
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
を
始
め
る
方

針
で
、
自
己
負
担
額
は
自
治
体

に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

感
染
を
防
ぎ
、
重
症
化
や
後

遺
症
で
苦
し
む
こ
と
の
無
い
よ

う
、
ま
ず
は
高
齢
者
ら
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
全
額
補
助
で
安

心
を
広
げ
て
頂
き
た
い
。　

健
康
福
祉
課
長

　

接
種
の
努
力
義
務
や
接
種
勧

奨
の
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、

受
益
的
要
素
も
考
慮
し
、
一
定

の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
よ

り
、
制
度
を
公
平
か
つ
持
続
的

に
支
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
高
齢
者
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と

同
程
度
の
負
担
率
30
％
で
、
実

費
徴
収
額
を
２
１
０
０
円
と
す

る
。

小
中
学
校
体
育
館
へ
の

　

エ
ア
コ
ン
設
置
を

導
入
を
検
討

教
育
長

高齢者らの
コロナワクチン接種の全額補助を
全額補助を行う考えはない 健康福祉課長

教
育
長

文
部
科
学
省
は
補
助
制
度
を

創
設
し
整
備
を
推
進
し
て
い
る

が
、
断
熱
化
や
構
造
の
補
強
な

ど
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
補
助
率

や
補
助
上
限
額
が
低
い
こ
と
、

整
備
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
嵩
む
こ
と
な
ど
か
ら
全
国
的

に
設
置
率
が
低
い
の
が
現
状
で

あ
る
。　

　

児
童
生
徒
の
快
適
な
学
習
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
避
難
施
設
と
し
て
の
必

要
性
も
ふ
ま
え
、
国
に
対
し
制

度
の
拡
充
を
要
望
し
、
今
後
、

大
規
模
改
修
な
ど
の
機
会
を
と

ら
え
、
空
調
設
備
の
導
入
を
検

討
す
る
。

中
谷

　

文
部
科
学
省
は
、
学
習
の
環

境
に
適
し
た
気
温
は
夏
場
で

「
25
℃
か
ら
28
℃
」
と
し
て
い

る
。　

　

学
習
や
体
育
に
集
中
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
や
、
高
温
に
よ

る
体
調
不
良
の
防
止
、
授
業
計

画
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
、
そ
し

て
避
難
所
と
し
て
の
環
境
機
能

の
向
上
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

国
等
の
補
助
を
有
効
に
使
っ

て
、
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
求
め
る
。

中
谷危

機
管
理
課
の
設
置
を
。　

町
長

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

全
庁
的
な
組
織
体
制
で
取
り
組

む
ほ
か
、
大
規
模
災
害
の
場
合

に
は
、
県
や
国
の
協
力
・
連
携

体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　

平
常
時
の
危
機
管
理
業
務

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
「
環
境

安
全
課
」
で
十
分
に
対
応
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
危
機

管
理
課
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

中
谷

　

志
賀
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉

を
求
め
よ
。　

環
境
安
全
課
長

　

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審
査

状
況
及
び
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

中
谷「

和
光
台
南
の
断
層
」
に
沿
っ

た
地
盤
変
状
の
調
査
を
求
め

よ
。　

環
境
安
全
課
長

　

北
陸
電
力
で
は
、
地
盤
変
状

は
断
層
の
活
動
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
盛
土
内
や
盛
土
周
辺

に
見
ら
れ
る
変
状
で
あ
る
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
っ
と
皆
さ
ん

の
お
声
を
届
け
な
き
ゃ
と

思
い
ま
し
た
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

中
谷

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ

ク
助
成
制
度
の
創
設
を
。　

住
民
課
長　

健
康
診
査
・
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
お
り
、
制
度

の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

動画はコチラから

ぎかいのひろば №76
令和６年10月25日発行13



一般質問一般質問

堂下　健一　議員

堂
下

　

仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
で

暮
ら
し
て
い
る
多
く
の
方
は
、

次
の
住
処
の
準
備
が
待
た
れ
、

町
に
は
き
め
細
か
い
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

先
の
報
道
に
も
本
町
の
仮
設

入
居
者
の
平
均
年
齢
が
64
・
３

歳
と
あ
り
、
家
の
再
建
が
難
し

い
方
も
多
く
、
終
の
住
処
と
し

て
の
住
家
を
希
望
に
沿
え
る
形

に
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、

町
の
考
え
を
聞
く
。　

町
長被

災
者
の
生
活
再
建
は
最
重

点
事
項
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
先
般
策
定
し
た
復
興
計
画

に
お
い
て
、「
災
害
に
強
い
住

宅
地
の
整
備
と
災
害
公
営
住
宅

の
建
設
」
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
、
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策

の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
国
や

県
と
情
報
を
共
有
し
、
住
ま
い

の
再
建
に
向
け
た
選
択
肢
を
提

示
し
て
い
く
。　

堂
下

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
で
は
、
農
林
水
産
省
が
「
小

規
模
集
落
ほ
ど
制
度
の
継
続
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘

し
、
次
期
対
策
に
向
け
て
、「
連

携
可
能
な
活
動
を
行
う
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
行
う
」
と
提
起

し
て
い
る
。

①
地
域
を
守
っ
て
い
く
観
点
か

ら
強
力
的
に
進
め
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
、町
の
取
組
を
聞
く
。

②
事
務
作
業
の
一
元
化
と
支
援

体
制
を
構
築
で
き
な
い
か
。

③
担
い
手
の
確
保
は
急
を
要
す

る
。
法
人
が
従
業
員
を
募
集

す
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い

く
べ
き
か
と
思
う
が
、
町
の
考

え
を
聞
く
。

希望に沿った住家の提供を　
住まいの再建に向けた
　選択肢を提示する 町長

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　

地
域
を
守
る
取
組
を
進
め
よ

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
農
林
水
産
課
長

　

９
か
月
ち
か
い
避
難
所
生
活

も
よ
う
や
く
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。貴
重
な
経
験
で
し
た
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

堂
下

　

今
後
の
防
災
教
育
に
ふ
さ
わ

し
い
箇
所
は
あ
る
か
。

町
長

　

震
災
記
録
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
し
、
防

災
対
策
や
学
校
教
育
、
町
民
の

防
災
意
識
の
啓
発
に
使
用
す
る
。

堂
下

　

困
窮
世
帯
な
ど
保
護
者
の
収

入
に
よ
り
子
ど
も
達
の
体
験
格

差
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
「
夏
休

み
の
短
縮
・
廃
止
」
を
訴
え
る

現
実
が
あ
る
が
、
所
感
を
聞
く
。

学
校
教
育
課
長

　

社
会
的
要
因
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
夏
休
み
に
は
教
育

的
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
、
本

町
で
は
、
現
状
の
在
り
方
を
維

持
す
る
。

町
長

　

経
済
的
格
差
が
人
生
の
格
差

に
な
ら
な
い
よ
う
、
教
育
的
格

差
を
含
め
て
対
策
を
練
っ
て
い
く
。

農
林
水
産
課
長

①
集
落
間
の
連
携
強
化
は
、
活

動
組
織
が
21
と
少
な
く
、
場
所

も
離
れ
て
い
る
組
織
が
多
い
こ

と
か
ら
、
複
数
の
活
動
組
織
が

連
携
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
国
の
第
６
期
対

策
の
方
針
を
踏
ま
え
、
活
動
組

織
や
関
係
機
関
と
協
議
し
、
対

応
を
検
討
す
る
。　

②
現
在
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
に
お
い
て
、
８
つ
の

活
動
組
織
が
志
賀
町
土
地
改
良

区
に
事
務
を
委
託
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
様
に
事
務
委
託
が

で
き
な
い
か
、
活
動
組
織
な
ど

と
協
議
す
る
。

③
い
し
か
わ
農
業
総
合
支
援
機

構
が
就
農
相
談
等
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
制
度
を
周
知

し
な
が
ら
、
支
援
機
構
と
の
連

携
を
図
り
、
必
要
な
支
援
を
行

う
。

14
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小林　克嘉　議員

そ
の
他
の
質
問

小
林

①
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
複

合
型
の
避
難
拠
点
施
設
と
は
ど

の
よ
う
な
施
設
か
。

②
今
後
の
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
創
出
を
聞
く
。

震
災
復
旧
復
興
創
生
室
長

①
平
時
は
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
大
規

模
災
害
時
に
は
多
数
の
避
難
者

が
一
週
間
程
度
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
と
考
え
て
い
る
。

②
企
業
誘
致
や
起
業
・
創
業
支

援
の
推
進
、
新
た
な
住
宅
地
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
震
災
復
興

の
局
面
で
重
要
で
あ
る
。

小
林

　

道
路
や
公
共
施
設
の
復
旧
の

予
定
を
聞
く
。

ま
ち
整
備
課
長

　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
復

旧
工
事
を
進
め
る
。

小
林

　

公
費
解
体
の
今
後
の
展
開
を

聞
く
。

環
境
安
全
課
長

　

国
や
県
、
関
係
事
業
者
と
連

携
し
、
懸
案
事
項
を
解
決
し
な

が
ら
、
円
滑
化
、
迅
速
化
を
図

る
。

小
林

　

公
表
さ
れ
て
い
る
復
興
計
画

で
は
町
民
の
意
見
や
思
い
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
意
見
交
換
の

機
会
を
設
け
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
集
め
て
、
何
度
も
繰
り
返
し

行
う
事
で
よ
り
精
度
の
高
い
、

町
民
と
共
に
作
る
復
興
計
画
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。　

町
長

　

復
興
計
画
は
、「
策
定
し
た

か
ら
こ
れ
で
確
定
」
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
今
後
の
復
興
の

状
況
や
本
町
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
等
を
踏
ま
え
て
、
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
適
宜
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
、
具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
町
が
毎
年
策
定
す
る
事
業

計
画
や
予
算
編
成
に
お
い
て
対

応
す
る
。

　

９
月
中
旬
か
ら
10
月
に
か
け

て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
町
民
の
皆
様
に
復
興
計

画
の
説
明
を
行
う
中
で
意
見
交

換
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

要
望
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
開

催
を
検
討
す
る
。

富
来
中
学
校
今
後
の
対
応
を
聞
く

小
中
一
貫
教
育
学
校
を
整
備
教
育
長

もっと町民の声を集めよ　
タウンミーティングを実施 町長

教
育
長

　

富
来
小
中
学
校
は
、
現
在
の
富

来
中
学
校
の
敷
地
内
に
、
新
し
く

施
設一体
型
の
小
中一貫
教
育
学
校

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
の
開
校
時
期
に
つ
い
て

は
、
校
舎
の
位
置
、
学
校
の
在
り

方
や
教
育
課
程
、
設
計
・
施
工
、

ま
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
関

連
性
も
併
せ
て
検
討
を
進
め
て
い

く
中
で
、
明
確
に
し
て
い
く
。

　

来
年
度
、
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
住
民
な
ど
か
ら
な
る
開
設
準

備
委
員
会
を
設
け
る
。

小
林

　

富
来
中
学
校
は
、
被
災
当
初
か

ら
小
学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
機
能
を
補
っ
て
い
る
が
、
施
設

の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
、
今
で
も

使
え
な
い
ト
イ
レ
や
、
冷
房
の
機

能
が
不
十
分
で
子
ど
も
達
や
職
員

が
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

　

今
後
の
不
安
が
少
し
で
も
緩
和

さ
れ
る
よ
う
、
対
応
を
聞
く
。

　

今
回
の
質
問
は
町
民
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
、「
な
ぜ
？
」
を

取
り
ま
と
め
て
発
言
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

復
旧
・
復
興
は
町
民
フ
ァ
ー
ス

ト
を
目
指
し
ま
す
。

　

し
か
チ
ャ
ン
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

ぜ
ひ
議
会
を
み
て
く
だ
さ
い
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

動画はコチラから

ぎかいのひろば №76
令和６年10月25日発行15
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あなたあなたのの
聞かせてください！聞かせてください！声声能登半島地震能登半島地震

発災から10か月発災から10か月
【 高浜地区・70代男性・家屋半壊 】

　数千年に一度と言われるような災害に遭遇し、
県からさまざまな支援を頂いているが、スピード
感が遅いのが残念な気がする。
　基本的に住家が優先なんでしょうが、当町の商
業集積に参加した事業者とすれば、その関係者（店
舗）にもなりわいの支援を
していただきたい。

【 富来地区・40代女性・家屋一部損壊 】

　我が家はおかげ様で一部損壊で住むことに不便
はありません。
　しかし、他の方の話など聞いて、仮設住宅・木
造住宅への入居において、もっと柔軟性を持った
対応ができればいいなと感じました。

【 高浜地区・60代男性 】

　ブロック塀にヒビが入ったため、次にまた地震
が起きたら倒れないか不安な気持ちになっている。
　志賀町は撤去事業補助金の制度がないので、検
討し、支援事業にしてもらいたい。

【 高浜地区・70代男性・家屋一部損壊 】

　住居は一部損壊の判定でした。
　実際には井戸のポンプ全壊、温水ボイ
ラー故障、家のあちこちの壁や戸、柱に破
損があり、修理にはかなりの金額となるた
め、とりあえず生活できるまでにして、あ
とはそのままです。
　屋根瓦が破損した方は大抵準半壊以上に
なっているようで、（当家はスレート瓦な
ので落下なし）判定に疑問を感じた。

現在困っていること、
求める支援は何ですか。

【 堀松地区・70代男性・家屋全壊 】

　家族以外との会話が大幅に減少している。
　集落の人口が減って、集落の情報が不足
している。

【 富来地区・60代男性・家屋準半壊 】

　一部損壊・準半壊では仮設住宅への入居
は許可されないことになっているが、実際
は家に住めないので、ぜひとも入れるよう
な仕組みにしてほしい。

16ぎかいのひろば №76
令和６年10月25日発行



議員活動報議員活動報告告
７
月
24
日　
石
川
県
町
村
議
会
議
長
会

　

議
長
・
副
議
長
・
委
員
長
研
修
会　
　

８
月
８・
９
日　
市
町
村
議
会
議
員
研
修

「
自
治
体
予
算
を
考
え
る
」

　

小
林
克
嘉
議
員
、
梢
正
美
議
員　

受
講

８
月
22
日　
石
川
県
町
村
議
会
議
長
会

　

議
員
・
監
査
委
員
合
同
研
修
会　

９
月
27
日　
羽
咋
郡
議
長
会

　

議
員
研
修
会

　
「
過
去
災
害
か
ら
学
ぶ

地
方
議
会
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
」
受
講

能登半島地震
発災から10か月

【 堀松地区・70代男性・家屋全壊 】

　避難袋の中身の見直しや、地震により他の
自然災害（梅雨時の大雨、台風での強風、大
雪など）への影響の見直しをしている。

【 富来地区・40代女性・家屋一部損壊 】

　今回は家族みんな一緒にいたので全員で避
難することができたのですが、今後災害が
あった時、別々にいたとしてもそれぞれ
避難場所を決めておくようにした。

【 高浜地区・70代男性・家屋半壊 】

　今回、志賀小学校に避難したが、志賀中学
校やその他に避難された方の話も聞き、どこ
が最適か考えるようになった。

【 高浜地区・70代男性・家屋半壊 】

　１月１日から自宅に住めなくて、４か月間、娘
宅に居候し、その後、店舗を整理し住んでいる。
　当たり前の生活ができなくなり、不都合な生活
の中で再び災害等に遭った時の備えを家族で話し
合い、準備している。

【 高浜地区・50代女性 】

　地震後、ちょっとした物音でも不安な気持ちに
なってしまった。
　すぐに避難できるように、玄関に出るまでの避
難経路の確保を考え、物を置かないことにした。
　地震後、水の確保に苦労したので、日頃から非
常食やペットボトルのお茶や水を今までより多く
置くようにしている。

地震後、ご自身が変化したこと、
始めたことなどありますか。

聞かせてください ! あなたの 声声

【 富来地区・60代男性・家屋準半壊 】

　１月１日の地震以来、ちょっとした物音な
どがあるとビクッとしたり、夜中でも目が覚
めて熟睡できない日が多い。

講師の話に耳を傾ける議員
講義後には多くの質問を投げかけた

ぎかいのひろば №76
令和６年10月25日発行17



９
月
定
例
会

N
o.76

令
和
６
年
1
0
月
2
5
日

発
行
/
志
賀
町
議
会
　
編
集
/
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
925-0198　

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
1

                
TEL (0767) 32-9270  e-m

ail：
gikai@

tow
n.shika.lg.jp 1818

12/３
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

12/10
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

12/17
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

12月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。発
行
責
任
者

議　
　

長

福
田　

晃
悦

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

表
谷　

茂
浩

副
委
員
長

南　
　

正
紀

委　
　

員

寺
井　
　

強

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

　
　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

議
会
だ
よ
り

議会へのご質問、「ぎかいのひろば」に
ついてのご感想・ご意見などありました
ら、ホームページの
入力フォームをご利
用下さい。　

しました

お

聞
きしました 志賀町

と
志賀町の

こ

と
のの

ししかまち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

志賀町に移住された志賀町に移住された

ロイヤルシティロイヤルシティ　南部 昌弘南部 昌弘さんさん

にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

編集後記編集後記

　能登半島地震から早10か月が経ちました。
　復旧・復興にはまだまだかなと思いましたが、今回、皆様のおかげ
で秋の祭礼に伴い、第89回の県下太鼓打競技大会が復興に向けた記
念大会として開催され、私も参加させていただきました。
　この大会は県内でも伝統ある大会で、たいへん多くの打ち手やお客
様に集まっていただき、盛り上げていただきました。
　今後も地域ではなくてはならない大会なので、伝統文
化・芸能や祭礼を継承していくためにも、町にも盛り上
げて頂きたいと思います。（櫻井　俊一）

※本会議はケーブルテレビでも視聴できます。（生放送・録画放送）

出身はどちらですか。
志賀町に移住した理由はなんですか。

　宝塚市から移住しました。　
　定年退職後に田舎暮らしがしたくて家を探してい
たところ、ゴルフ場が近いこと、理想としていた場
所だったことがあり、こちらに家を建てました。
　20数年、こちらの家を別荘のようにして、月の半
分ほどを過ごしていましたが、去年、妻が亡くなっ
たのを期に、志賀町に移住することにしました。
　今は家のことをすべて自分でやることがたいへん
です。

志賀町の良いところ、好きな場所はありますか。

　魚貝類、野菜、空気がおいしい。自然が一番。
　近くに海があり、夕日もきれい。
　歩くことがすきなので、家の近くを散歩すること
が楽しいです。
　近所とのコミュニティも良好で、お互いに助け
合っています。人も親切で、人と人とのふれあいや
温かみがあります。

町や議会に望むことはありますか。

　町に対する不満はありませんが、地震からの復興
が進んでいないことが残念です。
　志賀町だけでなく、能登全体の復興が進んでくれ
ればと思います。

「料理はたいへんです。」と笑顔で話される南部さん。
自分で料理したものを近所の人と分け合う事もある
そうです。

「

ぎかいのひろば №76
令和６年10月25日発行


